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新
石
岡
地
方
斎
場
は
、
火
葬
場
と
式
場
が
近
い
こ
と
は
参
列
者
に
と
っ

て
大
変
便
利
で
あ
る
。
今
回
の
料
金
改
正
に
よ
り
、
当
市
の
式
場
利
用
者
は

通
夜
と
葬
儀
の
２
日
で
20
万
円
と
な
る
が
、
式
場
の
使
用
料
の
う
ち
、
幾
分

か
の
補
助
金
を
出
す
考
え
は
あ
る
の
か
伺
う
。

　
　
宮
嶋
市
長　
新
石
岡
地
方
斎
場
の
式
場
は
、
以
前
同
様
に
貸
し
館
の
み

を
行
い
ま
す
。
祭
壇
の
花
飾
り
等
は
利
用
者
が
民
間
業
者
に
委
託
す
る
こ
と

か
ら
、
式
場
使
用
料
の
ほ
か
に
葬
儀
業
者
へ
の
支
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

私
は
、
地
元
の
民
間
斎
場
を
使
わ
れ
た
ほ
う
が
料
金
面
で
も
有
利
だ
し
、
利

便
性
も
増
す
と
の
考
え
で
す
。

　
　
下
稲
吉
小
学
校
は
、平
成
23
年
か
ら
工
事
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、現
在
、

正
門
は
な
く
、
駐
車
場
も
砕
石
の
状
態
で
あ
る
。
外
構
工
事
は
、
全
体
の
工

事
が
完
了
す
る
こ
ろ
に
行
う
と
の
話
だ
が
、
子
ど
も
の
安
全
を
確
保
で
き
る

の
か
大
変
心
配
で
あ
る
。
対
策
等
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
教
育
部
長　
外
構
工
事
や
駐
車
場
整
備
は
、
平
成
28
年
度
に
実
施
す
る

予
定
で
す
。
そ
れ
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
学
校
等
の
意
見
も
聞
き
な
が

ら
、
仮
設
等
に
よ
り
安
全
確
保
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。 ＱＱ ＡＡ

小座野　定信

矢口　龍人

議員

議員

有
事
に
お
け
る
危
機
管
理
意
識
と
市
民
協
働
の
考
え
は

新
石
岡
地
方
斎
場
の
式
場
利
用
者
に
使
用
料
の
補
助
は

地
域
リ
ー
ダ
ー
的
な
存
在
と
な
る

　
　
　
　
　
防
災
士
の
育
成
等
に
努
め
ま
す

公
設
よ
り
も
民
間
斎
場
を
使
う
ほ
う
が
よ
い
と
の
考
え

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

市
長
の
職
員
人
事
施
策
に
つ
い
て

市
長
の
危
機
管
理
意
識
と
市
民
協
働
に
つ
い
て

社
会
保
障
制
度
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２３４

　
　
東
日
本
大
震
災
、
今
年
の
記
録
的
な
大
雪
で
は
、
数
々
の
課
題
が
浮
き

彫
り
と
な
っ
た
。
宮
嶋
市
長
就
任
以
来
、
有
事
に
お
け
る
市
民
協
力
が
得
ら

れ
な
い
状
態
に
な
っ
た
と
察
す
る
。
市
長
の
危
機
管
理
意
識
と
市
民
協
働
の

考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
宮
嶋
市
長　
初
動
体
制
や
情
報
伝
達
等
の
課
題
解
消
に
向
け
、
市
地
域

防
災
計
画
の
改
定
や
体
験
型
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
大
規
模
な
災
害

が
発
生
し
た
場
合
、
公
的
支
援
の
機
能
発
生
ま
で
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
あ

り
、
自
助
、
共
助
が
重
要
と
言
わ
れ
ま
す
。
こ
の
共
助
の
一
端
を
担
っ
て
い

た
だ
く
べ
く
、
自
主
防
災
組
織
や
災
害
時
に
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
と
な

る
防
災
士
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
生
活
保
護
費
の
不
正
受
給
の
防
止
は
、こ
れ
か
ら
の
市
の
役
割
と
思
う
。

大
阪
の
ほ
う
で
は
、
監
視
や
追
跡
調
査
等
を
し
て
く
れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
あ

り
、
不
正
受
給
が
年
々
減
っ
て
い
る
と
の
話
も
聞
く
。
当
市
で
も
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
等
に
お
願
い
し
、
監
視
体
制
を
強
化
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
保
健
福
祉
部
長　
各
地
の
不
正
受
給
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
報
道
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
う
い
う
点
で
は
、
生
活
保
護
申
請
の
事
前
調
査

と
し
て
、
県
警
と
の
情
報
連
携
も
必
要
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
と
の
情
報
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
あ
る
意
味
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
の

認
識
で
す
。

ＱＱ ＡＡ

▲防災ハンドブック

石
岡
斎
場
の
供
用
化
に
つ
い
て

新
た
な
農
業
・
農
村
政
策
に
つ
い
て

石
岡
台
地
土
地
改
良
区
へ
の
賦
課
金
に
つ
い
て

千
代
田
大
橋
か
ら
霞
ヶ
浦
地
区
へ
の
延
伸
計
画
に
つ
い
て

下
稲
吉
小
学
校
の
今
後
の
建
設
計
画
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２３４５

▲下稲吉小学校

一  般  質  問
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行
政
組
織
機
構
の
見
直
し
に
対
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
の
で

は
と
、
一
抹
の
不
安
を
感
じ
る
。
こ
の
改
正
の
要
因
は
、
東
北
派
遣
を
め
ぐ

る
職
員
の
大
量
退
職
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
職
員
は
、
こ

れ
ま
で
市
が
投
資
を
し
て
き
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
源
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

組
織
体
制
と
な
り
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
問
題
な
い
の
か
伺
う
。

　
　
宮
嶋
市
長
　
今
回
の
見
直
し
は
、
管
理
部
門
の
縮
小
を
中
心
に
行
う
も

の
で
あ
り
、
各
種
窓
口
業
務
や
事
務
事
業
実
施
に
当
た
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
に
配
慮
し
た
中
で
対
応
す
る
も
の
で
す
。
他
市
の

組
織
体
制
と
比
べ
て
も
、
当
市
だ
け
が
突
出
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
職

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
全
然
問
題
な
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
　
Ｊ
Ａ
土
浦
が
行
う
、
交
通
が
不
便
な
地
域
へ
の
移
動
販
売
の
概
要
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
環
境
経
済
部
長　
平
成
24
年
５
月
か
ら
、
基
本
的
に
霞
ヶ
浦
地
区
を
対

象
と
し
て
移
動
販
売
の
取
り
組
み
が
試
験
的
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
は
週
１
回
で
し
た
が
、平
成
26
年
２
月
25
日
か
ら
週
４
回
と
な
り
ま
し
た
。

周
回
コ
ー
ス
は
、
８
コ
ー
ス
で
す
。
消
費
者
か
ら
は
、
食
品
、
衣
料
品
、
日

用
雑
貨
等
の
品
ぞ
ろ
え
を
充
実
し
て
ほ
し
い
と
の
声
が
あ
り
、
対
応
に
努
め

て
い
る
よ
う
で
す
。
市
で
も
当
事
業
に
大
変
期
待
し
て
お
り
、
引
き
続
き
支

援
、
連
携
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

山内　庄兵衛

小松﨑　誠

議員

議員

式
場
使
用
料
に
請
願
署
名
運
動
！
市
長
の
変
え
る
意
志
は

大
量
退
職
の
影
響
が
あ
る
行
政
機
構
見
直
し
の
問
題
は

事
業
見
直
し
に
よ
る
行
政
改
革
の
結
果
な
の
で
ご
理
解
を

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
な
い
よ
う
配
慮
。
問
題
な
し

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

　
　
新
石
岡
地
方
斎
場
は
石
岡
市
、
小
美
玉
市
、
当
市
の
千
代
田
地
区
を
管

轄
し
て
い
る
。
料
金
が
改
正
さ
れ
、
当
市
利
用
者
の
式
場
使
用
料
は
、
石
岡

市
、
小
美
玉
市
の
３
倍
と
な
り
、
請
願
の
署
名
運
動
も
行
わ
れ
て
い
る
。
市

長
は
、
変
え
る
意
思
が
あ
る
の
か
伺
う
。

　
　
宮
嶋
市
長　
平
成
23
年
12
月
の
石
岡
斎
場
組
合
正
副
管
理
者
会
議
で
、

建
設
規
模
及
び
建
設
費
見
直
し
に
よ
る
費
用
負
担
軽
減
を
提
案
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
式
場
は
３
市
の
合
意
に
よ
り
石
岡
市
と
小
美
玉
市
の
負
担
で
整

備
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
石
岡
市
と
小
美
玉
市
は
式
場
使
用
料
が
１
回
３

万
円
、
当
市
は
10
万
円
と
な
り
ま
す
。
行
政
改
革
の
一
つ
で
す
の
で
、
ご
理

解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
建
設
中
の
五
輪
堂
橋
は
、
約
５
千
万
円
を
石
岡
市
が
負
担
す
る
予
定

だ
っ
た
。
し
か
し
、
宮
嶋
市
長
は
県
と
当
市
と
の
二
者
負
担
と
し
、
当
市
が

そ
の
分
を
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
や
が
て
完
成
す
る
が
、
こ
の
五
輪
堂

橋
の
渡
り
初
め
を
実
施
す
る
の
か
伺
う
。

　
　
土
木
部
長　
五
輪
堂
橋
改
修
工
事
の
完
成
時
期
は
７
月
末
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。五
輪
堂
橋
の
開
通
式
で
渡
り
初
め
を
実
施
す
る
か
に
つ
い
て
は
、

橋
の
開
通
は
市
に
と
っ
て
も
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
こ
と
か
ら
、今
後
、

県
や
地
元
区
長
等
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

組
織
体
制
に
つ
い
て

農
産
物
の
移
動
販
売
の
支
援
に
つ
い
て

職
員
が
使
う
公
用
車
の
安
全
性
に
つ
い
て

事
業
仕
分
け
３
年
間
の
成
果
に
つ
い
て

家
庭
排
出
ゴ
ミ
の
分
別
収
集
の
徹
底
に
つ
い
て

議
員
の
一
般
質
問
に
対
す
る
市
の
対
応
に
つ
い
て

防
災
行
政
に
つ
い
て

放
射
能
対
策
に
つ
い
て

環
境
行
政
に
つ
い
て

林
道
の
管
理
に
つ
い
て

保
健
福
祉
行
政
に
つ
い
て

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

石
岡
地
方
斎
場
に
つ
い
て

五
輪
堂
橋
に
つ
い
て

漁
業
対
策
に
つ
い
て

小
規
模
学
校
を
活
か
し
た
教
育
振
興
策
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

質　
問　
事　
項

１

６ １

３４５６ ２

７ ２８ ３９ ４10 ５

▲五輪堂橋改修工事現場

▲ＪＡ土浦の移動販売車
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神
立
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
、
神
立
駅
橋
上
化
整
備
事
業
、
神
立

停
車
場
線
整
備
事
業
、
学
校
統
廃
合
に
係
る
事
業
、
下
稲
吉
小
学
校
整
備
事

業
と
大
型
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
平
成
26
年
度
以
降
の
こ
れ
ら
に
係
る

市
債
総
額
は
、
約
44
億
円
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
の
事
業
を
や
る
に
は

財
源
不
足
が
心
配
さ
れ
る
が
、
見
通
し
は
立
て
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
市
長
公
室
長　
現
時
点
で
の
見
込
み
で
す
の
で
、
不
確
定
な
部
分
は

残
っ
て
お
り
ま
す
。
財
源
不
足
と
い
う
こ
と
で
は
、理
解
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
神
立
駅
に
係
る
事
業
は
、
土
浦
市
と
一
緒
に
実
施
し
て
い
る
の
で
、

都
市
計
画
税
の
導
入
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
認
識
し
て
お

り
ま
す
。

　
　
２
月
８
日
か
ら
９
日
に
か
け
て
、
県
内
で
は
69
年
ぶ
り
の
大
雪
が
降
っ

た
。
次
の
防
災
に
生
か
す
為
に
も
、
当
市
の
防
災
安
全
室
は
、
大
雪
警
報
が

発
令
さ
れ
た
際
の
各
部
署
の
対
応
に
つ
い
て
実
態
を
調
査
し
、
情
報
伝
達
の

仕
方
も
含
め
て
問
題
点
を
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
見
解
を

伺
う
。

　
　
総
務
部
長　
こ
の
た
び
の
大
雪
の
教
訓
と
し
て
、
関
係
部
署
や
協
定
を

結
ん
で
い
る
業
者
等
と
の
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
も
う
少
し
面
的
な
形
で
捉

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
考
え
を
持
ち
ま
し
た
。
問
題
点
の
把
握

に
つ
い
て
は
、
ご
指
摘
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す

の
で
、
実
施
し
た
い
と
の
考
え
で
す
。

ＱＱ ＡＡ

中根　光男

川村　成二

議員

議員

新
石
岡
斎
場
の
式
場
料
金
に
驚
き
！
市
長
の
見
解
は

市
債
総
額
約
44
億
！
今
後
の
事
業
計
画
の
財
源
を
懸
念

税
金
を
使
っ
た
式
場
建
設
は
民
間
経
済
活
動
を
圧
迫

神
立
駅
に
係
る
事
業
に
都
市
計
画
税
の
導
入
も
検
討

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

石
岡
地
方
斎
場
移
転
事
業
に
つ
い
て

ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

各
種
証
明
書
を
コ
ン
ビ
ニ
で
交
付
で
き
る
体
制
に
つ
い
て

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
充
実
に
つ
い
て

英
語
教
育
改
革
に
つ
い
て

防
災
・
減
災
基
本
法
に
つ
い
て 

質　
問　
事　
項

１２３４５６

　
　
石
岡
地
方
斎
場
移
転
事
業
は
、
宮
嶋
市
長
が
規
模
縮
小
を
求
め
、
計
画

を
見
直
し
当
市
は
４
億
円
以
下
の
負
担
で
落
ち
つ
い
た
。
当
時
、議
会
で
は
、

移
転
後
の
使
用
料
金
を
心
配
し
、
多
々
質
問
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
た
び
料
金

改
正
内
容
を
知
り
、
石
岡
市
、
小
美
玉
市
と
の
式
場
使
用
料
の
違
い
に
驚
い

て
い
る
。
こ
の
新
石
岡
地
方
斎
場
の
式
場
使
用
料
金
改
正
に
つ
い
て
、
市
長

の
見
解
を
求
め
る
。

　
　
宮
嶋
市
長　
式
場
使
用
料
が
違
う
の
は
、
３
市
の
合
意
に
よ
り
石
岡
市

と
小
美
玉
市
の
負
担
で
式
場
を
整
備
し
た
た
め
で
す
。
私
は
以
前
か
ら
、
民

間
に
で
き
る
こ
と
は
民
間
で
、
地
方
に
で
き
る
こ
と
は
地
方
で
と
い
う
観
点

か
ら
行
政
改
革
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
税
金
を
使
っ
て
の
式
場
建
設
が
民
間

経
済
活
動
へ
の
圧
迫
と
な
る
こ
と
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
考
え
で

す
。

　
　
文
部
科
学
省
が
、
子
ど
も
た
ち
の
実
践
的
な
英
語
力
を
養
う
た
め
の
英

語
教
育
改
革
実
施
計
画
を
発
表
し
た
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
小
学
校
で
の

英
語
教
育
の
拡
充
で
あ
る
。
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
菅
澤
教
育
長　
平
成
25
年
度
か
ら
、中
学
校
の
英
語
教
師
と
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外

国
語
指
導
助
手
）
が
小
学
校
で
外
国
語
活
動
の
授
業
を
行
う
機
会
を
設
け
、

小
中
連
携
と
授
業
力
向
上
へ
向
け
て
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。今
後
は
、

小
学
校
中
学
年
で
も
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
数
多
く
活
用
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

▲石岡地方斎場式場（移転後）

実
施
計
画
と
財
政
計
画
に
つ
い
て

自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
導
入
に
つ
い
て

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
に
つ
い
て

大
雪
に
対
す
る
危
機
管
理
体
制
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２３４

▲神立駅



16KASUMIGAURA

　
　
既
に
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
向
原
土
地
区
画
整
理
事
業
に
６
億
７
５
５
６
万

円
も
の
公
金
が
投
入
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
組
合
側
が
要
請
し
て
い
る

１
億
４
６
９
９
万
円
の
追
加
支
援
（
助
成
金
）
と
な
れ
ば
、
合
計
で
８
億
２

２
５
５
万
円
と
な
る
。
組
合
の
地
権
者
等
が
現
在
保
有
す
る
仮
換
地
（
所
有

地
）
の
資
産
価
値
は
約
７
億
円
も
あ
る
が
、助
成
金
の
必
要
性
は
あ
る
の
か
。

　
　
宮
嶋
市
長　
賦
課
金
の
徴
収
や
歳
出
を
抑
え
る
な
ど
、
組
合
の
自
発
的

な
資
金
計
画
へ
の
自
助
努
力
に
よ
り
、
早
期
に
最
終
要
望
金
額
が
確
定
さ
れ

て
か
ら
判
断
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
い
ま
の
段
階
で
は
「
必
要
」
と

は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
　
東
日
本
大
震
災
後
、
運
転
を
停
止
し
て
い
る
東
海
第
二
原
発
再
稼
働
の

動
き
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

　
　
宮
嶋
市
長　
地
震
に
よ
る
福
島
第
一
原
発
事
故
を
受
け
、
本
市
は
平
成

25
年
３
月
28
日
、
豊
か
な
自
然
と
平
和
な
暮
ら
し
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
た

め
、
平
和
に
関
す
る
諸
問
題
に
対
し
て
、
市
と
し
て
の
決
意
を
表
明
す
る

「
非
核
脱
原
発
平
和
都
市
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。「
都
市
宣
言
」
の
と
お
り
、

本
市
は
、
原
子
力
発
電
に
変
わ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
創
出
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
、
脱
原
発
の
社
会
を
願
う
と
い
う
立
場
で
す
。

私
と
し
ま
し
て
は
、
浜
岡
原
発
、
東
海
第
２
原
発
の
再
稼
働
に
反
対
す
る
も

の
で
す
。

ＱＱ ＡＡ

岡﨑　勉

佐藤　文雄

議員

議員

千
代
田
地
区
小
学
校
統
合
案
が
突
然
二
案
に
！
原
因
を
問
う

向
原
土
地
区
画
整
理
組
合
が
要
請
し
て
い
る

助
成
金
の
必
要
性
は

統
合
委
員
会
の
意
見
か
ら

　
　
　
　
　
市
長
提
案
も
あ
り
二
案
で
意
見
集
約

い
ま
の
段
階
で
は
「
必
要
で
あ
る
」
と
は

判
断
し
て
お
り
ま
せ
ん

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

　
　
千
代
田
中
と
の
小
中
一
貫
校
に
よ
る
小
学
校
統
合
案
が
、
突
然
提
唱
さ

れ
た
。
市
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
市
長
、
教
育
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
教
育

長
は
、
発
表
し
た
計
画
に
は
責
任
が
あ
る
。
方
向
性
を
こ
ろ
こ
ろ
と
変
え
る

こ
と
は
、
市
民
を
愚
弄
し
て
お
り
、
市
に
混
乱
が
生
ず
る
こ
と
は
必
然
で
あ

る
。
ど
の
よ
う
な
手
順
を
経
て
、
提
唱
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
菅
澤
教
育
長　
平
成
25
年
７
月
に
、
第
２
回
の
統
合
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
志
筑
小
学
校
で
は
な
く
、
千
代
田
中
学
校
の
敷
地
に
と
の
意
見
が
出
ま

し
た
。
宮
嶋
市
長
の
提
案
も
あ
り
、
11
月
に
開
催
さ
れ
た
第
３
回
の
委
員
会

で
二
案
を
示
し
て
、
区
長
を
中
心
に
各
地
区
の
意
見
を
集
約
し
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
中
で
、
千
代
田
中
学
校
に
併
設
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
施
設
一
体

型
の
小
中
一
貫
教
育
を
進
め
る
と
の
考
え
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　
　
新
石
岡
地
方
斎
場
の
式
場
使
用
料
は
、
通
夜
と
告
別
式
の
二
回
利
用
し

た
場
合
、
石
岡
市
、
小
美
玉
市
と
比
べ
、
当
市
利
用
者
は
14
万
円
高
く
な
る
。

こ
れ
で
は
事
実
上
使
え
な
い
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
。市
民
の
要
望
に
応
え
て
、

こ
れ
か
ら
で
も
式
場
を
増
設
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

　
　
宮
嶋
市
長　
斎
場
建
設
計
画
の
見
直
し
は
、
私
が
行
っ
た
行
政
改
革
の
一

つ
で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
料
金
設
定
に
つ
い
て
は
、
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
現
在
の
と
こ
ろ
式
場

の
建
設
費
分
を
本
市
か
ら
支
出
す
る
こ
と
や
斎
場
利

用
の
補
助
金
を
創
設
す
る
考
え
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

ＱＱ ＡＡ

被
災
地
東
北
３
県
へ
の
市
職
員
派
遣
に
つ
い
て

放
射
能
汚
染
か
ら
子
ど
も
と
市
民
及
び
地
域
を
守
る
総
合
対
策

に
つ
い
て

総
合
的
な
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

向
原
土
地
区
画
整
理
組
合
事
業
に
つ
い
て

水
道
事
業
に
つ
い
て
（
ム
ダ
な
水
開
発
事
業
の
中
止
を
）

千
代
田
地
区
の
学
校
統
合
に
つ
い
て

市
町
村
合
併
に
つ
い
て

石
岡
地
方
斎
場
建
設
の
進
捗
状
況
と
問
題
点
に
つ
い
て

職
員
の
退
職
に
伴
う
組
織
体
制
等
に
つ
い
て 

質　
問　
事　
項

質　
問　
事　
項

１

１

３４５６ ２

２３４

▲千代田中学校

▲千代田庁舎
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田谷　文子 議員

宮
嶋
市
長
の
こ
れ
ま
で
の
行
財
政
改
革
の
成
果
は

人
件
費
削
減
等
の
改
革
に
よ
る
財
源
を子

育
て
支
援
策
に

ＱＡ

平
成
26
年
度
に
向
け
て
の
市
長
の
市
政
全
般
に
渡
る
抱
負
に
つ

い
て

子
育
支
援
対
策
に
お
け
る
教
育
・
子
育
て
環
境
整
備
に
つ
い
て

土
浦
・
つ
く
ば
市
の
合
併
勉
強
会
に
参
加
の
方
法
に
つ
い
て 

質　
問　
事　
項

１２３

　
　
こ
の
定
例
会
は
、
次
の
２
期
目
の
市
政
運
営
を
市
民
の
皆
様
に
託
し
て

い
た
だ
く
重
要
な
橋
渡
し
の
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
行
財
政
改

革
で
ど
う
い
う
こ
と
を
し
て
き
た
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
宮
嶋
市
長　
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
時
代
を
担
う
次
の

世
代
に
負
の
遺
産
を
残
し
て
は
い
け
な
い
と
の
思
い
で
あ
り
ま
す
。
限
ら
れ

た
予
算
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、
事
業
、
補
助
金
、
施
設
の
見
直
し
や
、

人
件
費
削
減
な
ど
の
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

生
み
出
さ
れ
た
お
金
は
、
未
来
志
向
の
子
育
て
支
援
策
に
活
用
し
て
い
く
考

え
で
す
。

　
　
つ
く
ば
市
と
土
浦
市
の
合
併
推
進
と
同
時
並
行
的
に
、
土
浦
市
と
当
市

も
合
併
の
勉
強
会
を
行
い
、
つ
く
ば
市
、
土
浦
市
の
合
併
と
相
前
後
し
て
土

浦
市
と
の
合
併
が
か
な
う
な
ら
、
そ
れ
も
１
つ
の
方
法
と
思
い
ま
す
。
こ
の

提
案
も
含
め
、
市
長
の
合
併
に
対
す
る
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
宮
嶋
市
長　
つ
く
ば
市
と
土
浦
市
が
中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ
る
議
論
の

中
で
、
県
南
地
域
に
お
け
る
両
市
の
置
か
れ
た
状
況
を
見
き
わ
め
な
が
ら
、

今
後
の
展
望
や
行
政
運
営
に
つ
い
て
、
合
併
、
広
域
連
携
、
協
働
な
ど
に
よ

る
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
の
観
点
か
ら
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ご
提
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
面
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
の
参
加
を
要
求
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
こ
れ
を
注
視
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

一般質問・コラム

【本会議の案内】
・本会議の会期日程
・一般質問の内容
・本会議中継のご案内
・提出議案の審議結果
【本会議　会議録】
・平成22年第１回定例会からの本会議会議録
をご覧いただけます。

【市議会だより】
・これまで発行したすべてのバックナンバー
をご覧いただけます。

【その他】
・議員名簿、議長交際費（Ｈ26年４月分～）、
傍聴に関すること等を掲載しております。

【本会議 録画映像】
・平成24年第２回定例会からの本会議
録画映像をご覧いただけます。

開かれた議会を目指し、さまざまな情報を発信！
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